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　　 2）　 3例共術鮒外妊 を疑 わ れ フ IJ　・一ドマ ン 反應

　 陽性 （第 1， 2例 ）で あ り， 何 れ も手術 に よ b確認

　　された．

　　 3） 性 器結核の診斷は 劉出標本（第 1 ，
2 例）と

　 子 宮内膜掻爬 片（第 1例）の 組織學的檢索竝 に術後

　 膣分泌物結核菌培養成績（第 3例）に ょっ た．

　　 4）　性器結核 と外妊の 合併 は從 來考 え られ て い

　 先程稀 な もの で は な い か ら， 過去に結核性 既往症

　 の ある 患者 で 子 宮外妊娠の 疑 わ れ る場合 に は外妊

、　 の 臨床的檢索 と平 行 して 性 器結核 の組織學的竝 に

　 細菌學的檢査 が必要で あ る．
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臍帶巻絡が 分娩障碍 を來 した 9例

京都 大 學 激 擾 　　 林　隆　吉

西　村　敏 　雄 　・

　　　　　　　　　緒　　冒

　臍帶卷絡は稀な もの で は な く Zangenrneisterの

如 き は 30％ と い う數｛直をす ら擧げて い る ．
1
こ れ に 1

よ つ て重篤な分娩障碍 を起 し， 胎兒假死或は死 亡

の 原 因 とな る 事 もあ る が， 從來 こ の含併症は異 常

分娩 と して は輕 く扱わ れ ， その診斷治療 に は餘 り

積極 的な努力は 拂 われ て い な い 傾 向が あ つ た．此

の合併症 は普通臍帯の 長 い 時に起 り易い ．斯 る場

合に は兒頭娩田時助産婦 の 簡單な處置 に よつ て 事

な きを得 る 事が 多い 爲で あろ う． 然 し臍聲が長 く

な くて 起つ た場合 に は ， 見頭娩出前 に既 に分娩障

碍 ，叉 は母 兒の危險の 起 る 可能性 は多 い 筈 で ある．

　然 し こ れ を事前 に豫知す る事は 困難 で あ bj 叉

豫 知 し得た に して も，
こ れ に よ る分娩障碍を さけ

る 爲に は 帝王 切 開以外 に適鴬な方法 がな い た め ，

大抵 は本合併症 が 治 療の 罸 象 とな る の は 障碍が現

實 に 現 わ れ た際 に 限 られ て い る．

　余等 は最近 1 力 年餘 りの 問（自昭和 25 年12月 13

岩至 昭和 27年 3 月 30日）に ， 本合併症に よ る障碍

例 9 例を經驗 した ．各症例 を詳細 に 檢討 する事 に

よ り本症 の 診斷治療上犬 い に 得 る所があつ たの で

こ tsに 煩雑 なが ら先 す各症例 の分娩經過 を記逾す

る 事に す る ．

　　 　　　 　　 　　 　賢驗例

　症賢叮1 ．　山 ○ ⊂）○子 ，　32歳 ，　初産嬬．

　入院月 日．昭 和 25年 12月13日．

　分娩豫定 日．　昭和 25年12月10日勵

　現 症。全 均所 見異常な し．子宮底 は 劍騰中央．兒は 第

1頭位 で，見頭は骨盤入 ロ 上 に 異常 に 高 く浮 動 して い る．

船兒心音は臍下左 方 に 明 僚 に聽取 し，臍帶雑音 は 聽取 さ

れな い ．子宮腟部 は 退 展 ぜ ず 子 宮 口 は 閉鎮 して い る．軟

産道 の 強靱 は 認 め られす，骨盤 は外計測 上尋常で あ 凱

仙骨岬 は 内診指 で 到逹出來 な い ．

　分娩經過．14日午後 2 時 ブ ジ 尸を拓入 しアこ．陣痛は 發

來S す午後11時自然 に 脱出 しナこ．翌 日15日は 處置 を加 え

す經過 を觀察 しすご．笠 16日午 後 5 時更 に プ ジ 開を挿入 し

t；．笠 17日午前 6 時陣痛が 整 調 と な つ ナこの で プ ミ7 開を拔

出 し六．子宮 ロ
ー一

指逋過．見頭 の 位 置 は 依然 と して 高 い ．

翌18 日正 午齢見心 音が 聽取 され る 臍下 左方 に臍帶雜音を
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聽音 しtl．午 後 3 時臍帶雜音は 漸次 著 明 と な つ て胎兒心

音 は 微弱 と な る．午 後 5H31：は胎兒心 音 が 11  と 180の 間

を勤 揺 しナこ．臍帶雜音は 強 く聽取 されf：．子宮口 は 尚 1 ・

櫓 と逋過す る Z）み ，臍帶卷絡 の 疑 の もと1胎兒救 eSD71め

直 ち に 腹式帝王切開術 を施行 tナこ．

　手鬻 所 見．胎見 は 第
一一
頭 位 で，臍帶 は 強 く緊張 し，胎

免頸部 1こ卷絡 あ リ　ニ2しを冨鬣く絞扼 しt ⊂L、る，　恰 もn台．；己カミ

子官腔 内仁 吊 り下 げ られナこ如き觀 が あっ ナこ．胎盤 は 子宮

底 逝iくの 子 宮前壁 に あ り，臍帶 は そ の 内部 に 附着 して お

ろ こ とが 分っ ナニ．甎産兒は 膿重 3120g で
一
度 の 恨 死 で あ

つ f：が
， 入 工 呼 吸 に よ り蘇 生，臍帶長 は 51cm で あ つ ナこ．

　術後母體 1：　・・　・ ， シ リ ン 60萬單位 を分割皮注 し經過順 調

　 ！： して術後 3 遯間 目に 母 は全治退院 しナこ．

　症 例 2 ．山 ○ 光 O ，28歳，初 産嬬．

　入 院 年 月 日。昭 和 25年 王2月28 日．

　分娩豫と定 H ．　H召禾025年12月30H ．

　昭和 25年 12月28日午後 8 時陣痛發來．直ち に 入 院．

　現症．全 身所 見 t：一異常は な い ．子 宮底 は 劍 下 3横指．

簾 免は 第 1 頭位 ．兒頭 は 骨盤入 口 上 異常に 高 く淨動．心

音 は 左 臍鰊 間 中央で 明瞭に 聽 取 さ れ ， 膀帶雜音は 聽取 さ

れな い ．軟産道 は 強靱でな く子営腟部は 退展 ぜ す子宮口

は 閉鎮 して い ナこ．骨盤は外 計測 上尋常 ， 内診 で は 仙骨岬

は ふ れない ．陣痛は 整調に あ る．

　分娩經過　翌 29日午前工0時 子宮口 2 横指徑開大．兒頭

の 位置 は前の 邁 り．午後 3 時兒頭 は 骨盤 入 口へ 下 降 しナこ

ボ 倚 固定 ぜ す子宮 口 3 横指徑開大．30日午前 0 時兒頭骨

盤 へ 篏 入。子宮 口 は 全 開大 と な る．陣痛發作時兒頭 は 骨

盤狹部 へ 進 入 ， 間歇時著明 に 濶部へ 後退す るの が み られ

ナこ、午 前 1 時自然 破水．羊水中に胎糞 の 漉入 が あ り胎 兒

心 音 1分問90とな ろ．直ち に鉗子索引術 を 施行 しナこ．兒 の

頭部 に 3 囘臍帶卷絡が あ り兒顔面 に は著明 な鬱血 朕態が

み られ れ．顏颪の 血管努張，眼球 突出は み られ な い ．新鳶

兒は 體重 2710gの 成熟女子であ り， 第 t度 の 假死であっ

アこが 入 工 呼 吸 に よ V蘇 生 しナこ，臍帶長 は 70cm で あ つ f：．

　症例 3 ．奥 ○ ○ ○ 干 ，
29歳 ， 1 同經産嬬 ，

　 入 院 月 日。昭 和 26年 1 月 17H ．

　分娩豫定 日．　”召禾026年 2 月10H 匿

　 現 症 ， 全 身所 見異常な し．子 宮 底 は 劍 下 3 横指，兒 は

第 2頭 位 ．兒 頭骨 盤 入 口 上 異 常 1：高 く洋動．兒心 音は 臍

下 右方 に 明 瞭 に 聽 取 さ れ る．子 宮腟 部 は退展 し て い な

い ．骨 盤 は 外 計 測 上 蕁常，佃骨 岬 は 内診 に よ っ て ふ れな

い ．分娩經過。翌 ユ8H 午後 3 時 プ ジ 冖挿 入．午 後 11時陣

痛 は發 來 しれ が 熱發 の flめ直 ち に拔 去 ．時 に 子宮 ロ ユ指

慂 遏 ．ヒ y テ ル モ ソ 0，5cc 皮注 1： よ り陣痛堰弖嵒しナこが 午

後加 時以後微弱陣痛 と な る．翌20B 午前1塒 メ ト 卩 イ リ

ン テ ル 挿入．正 午陣痛堰強 し午後 4 時 メ ト ロ イ リ ン テ Iv

が 自然 に 脱 出 しナこ．子宮口 3横指裡開大 ， 胎胞 緊 滿 し子

宮 口 邊縁柔軟 と な る e 依然 と して 先進 免頭 の 骨盤進 入 は

認 め られな く，骨盤入 口部 は 空虚 で あ り，兒頭は骨盤入

口 上部 に 洋動 して い ナこ．冕心音に異常 は な く陣痛整調な

う ま ま に經過 を觀察 L ブニ．翌 21日午 前 9時 子 宮 口蛤 ん ど

全 開，時 ！こ胎兒心音が急 に 悪化 しれ の で胎免救畠の 7こ珍

萬止 む を 得す直ち に 人 工 破水 して 高位鉗 子 術 を 施行 し

アこ．術時分娩臺 が 移 動 す る 程 の 強 力 な索引 を要 O，兒頭

娩出に 際 し醗帶 が 頸部 に つ よ く2 囘緊縛 して お 叫兒は 體

重 3240gで 第 1 度 の 假 死 で めつ 7：．人 工 呼 吸1こ依 り蘇 生

しt：．臍帶長 は 50cm で あ っ t：．

　症t列 4 ．　丿IiO み」○ ⊂）．　31歳 ，　2 囘茅璽崖婦．

　λ 院年 月日．昭 和 26年 1 月25日

　分 娩豫 定 臼．　昭 禾ll26年 1月30日

　現症．全 身所 見に 異常は ない ．子宮底 は 劍臍中央．兒

背 は 右伽iに あ ろ が 斜 に傾 き， 小部分 を臍 の 右 上 方及 び 左

下方に 觸れ ， 兒頭 と思われ う もの は 骨盤入 口高 くあ り左

方 に偏 し洋球感 が 著 明 に 證 明 さオしt：．子 宮腟部 は 退展 d

す子宮 ロ は 閉鎖 す．骨盤 は 外計測上尋常 であ り，内診 に

て 仙骨岬 は 觸れない ，臍帶卷絡或 は 脂兒畸形の 疑 を一
應

お い fこ．

　 入 院當 日午後 2 時 ブ ジ ー隷入 ．午後10賻陣痛發來 し整

調 と な つ アこの で午後 10時牛 ブ ジ ーを拔去 しt：．子 宮 口 2

指邁過．・26日正 午自然 に破水，時に 子富 口 は 4 横指裡購

大 して い 九 兒 頭 は as　〈下 降 す う も骨盤入 口上 左方 に あ

り，内診 す ろ ！：上肢叉 は 臍帶 の 脱出は な く兒頭 の 矢状縫

合 は 前後 に 向 い ，兒頭 の 右頭 頂 骨 の 一
部 が 骨盤 入 口 部 へ

進 入 して い 7こ．そ の た め か 羊水 の 流 閏は と ま つ ナこの で 愚

君 に 左 側臥位 を と ら し めて 兒頭 の 自然 固 定 を期待 しブニ，

午後 1 時子宮 口全 開大 と な つ アこが 免頭 の 骨盤 内嵌 入 は 認

め られ ない ．午後 4 時産瘤 が 骨盤腔内膨 隆 す．兒心 音に

異常 は な い ．午後陣痛 は 翡 くな っ ナこ．午 後 10時陣 痛 は 稍
・

ζ強 くな つ アこが，兒頭 の 骨盤嵌入 は 認 め られ ない ．心音

に異常 は ない ．臍帶雜音 も聽取 さ れない ．患者 の 希望 も

あ り臍帶卷 絡 の 疑の も と腹式帝王切開術 を施行 し7：．

　手術 所 見．胎兒は 背部 を稱 ミ 飭方 に 向け才こ輕度 の 第 1

斜位 を 呈 し兒 頭 は 内 診所 見 と同 樣 の 朕態 を呈 して い アこが

面 白い の は臍帶 が 頸部 を 聚縛 して 兒頭 が 子 宮腔内に吊下

され て お り ， 駘兒 り 斜位及 び 兒頭 の 高准從定位 は 明 ら か

に臍帶卷 絡 の 7：めで あ ろ事が 分 つ れ こ と で あ る。胎盤 は

子宮前壁左上 音Kに 附着 して い fこ．娩禺兒は 體重 28809 の

成熟男兒で め り， 第 1度 の 假 死 で人 工呼 吸 に よ り蘇生 し

六．臍帶長は 46c皿 であ る．術中子宮腔内及 び腹腔内 に

ホ モ ス ル フ ア ミ ン 6g を撒布 し， 術後 母體 に ぺ ＝シ 1）ゾ

，
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卓

鷦

1 0萬單位分割皮注 し，母體術後 の 經過良野で術後 3週

問目に 全 治退院 しナこ．

　 症例 5 り月展○ ○ 子 ， 　23歳 ，　初産喬諱．

　 入 院年月 日。昭和26年 2月 9 日

　 分 娩豫定 日 r 昭 和 26年 2 月 7H

　 現症．全場所見に 異状 は ない
， 子宮底 は 劇下 3 横指，

胎兒は第 2頭位 ， 兄頭は骨盤入 口 上 異常に 高 く浮動 して

い る．兒 心音は臍 下 右方 に 明 瞭 に 聽 取 され，臍帶雑音は

聽取 されな い ．子宮膣部 は 退nCrfす．子 宮 ロは閉錻 す．

骨盤 は 外計測上尋常で，内診で は仙骨岬 は ふ れない ．

　 労娩經過．入院翌 日の 10H 午前 10 時 ブ ジ
ー

を拝 入 し

六．正 常陣痛發來 し午後 9時陣痛が整調 とな っ アこの で ブ

ジ
ーを拔去 しt：．子宮 口 は 2 横指徑開大 して い れ。翌 11

日午前1工時陣痛は 整調 ， 子宮 ロは 3 横指徑開大 して い アこ

が
， 見頭 の 固建 は み られ ない ．午後 11時破水．子宮口は

徇 3 横指徑開大．羊水 が 少量すつ 流 出す る の でコル ）te　l
l
）ソ テ ル を 緩 く挿入 しアこ．陣痛が 整調 に あ ろ の で ， 子 宮

口 の 開大 及 び 兒 頭 の 固 定 を 待期 しナこ．翌 12日午前 1 時 コ

ル ポ イ リ y テ ル 自然 脱 出と共 に 兒頭 は 骨盤 入 口 へ 固 定 し

九 午後 1 時牛 子 宮 口 は 全 開大 し て 兒頭 は骨盤 濶 部 へ 進

入 した 心 音 の 數が 95に な つ 7この で 直 ち に 鉗子牽引術を

施行 tt：，見頭牽引時 ， 兒 の 頸部 へ 臍帶 の 絞 扼 1囘 が 認

め られ，顏 面 に は 強 度 の 鬱 血 が み られ f：．頸部 の 絞溝，

顏面 の 浮 腫，眼 球突出は 認 め られな い ．臍帶 を切斷 シ （

後續部 の 分娩を終 了 Lt：．默透…兒は 體重 258  g の 成 熟女

兜で活 濃 に 産聲 をあ げ tl．臍帶長 は51cm であbt こ．

　 症例 6 ．鈴 ○ ○ ○ 子 ， 30歳，2 囘經産婦

　 入 院 年 月 H ．昭和 26年 3 月 1 日

　 分娩豫定 H．昭和 26年 3 月 7H

　 現症．全身所見異常 な し．子宮底は 劍下 3横 指．、胎兒

第 1頭位 ．先進兒頭 は 骨盤 入 口 上 異 常 に 高 く洋 動 乙て，

恥骨面 よ り突画す．兒心 音 は 謄下 左方 に 明 瞭 に聽 取 し臍

帶雜音は 聽取 tな い 。子宮腟蔀 は 退展 せ す ，子 宮 ロ は閉鎮

す．骨盤は 外 計 測 上尋常 で 仙骨岬 は 内 診 に よ y ふ れ ない ．

　 分娩經過．同 日午後 4 時 メ ト ロ イ リ y テ ル 挿入．午後

ヱ0時陣 痛發 來．陣痛 は 微弱 で あ る 7こめ ヒ ン テ ル モ ン 0 ．3

  を皮注 して 整 調 と しナ1．翌 3 月 2 白午 前 10時 メ ト ロ イ

リ ソ テ ル を 拔去 し7：．子宮 口 は 3 横指經開大．胎胞 緊 滿

す ．依 然 と して 兒 頭 の 骨盤 進 入 は認 め られ な い ．午後 6 時

以降陣痛 は 微翡 とな つ アこ。翌 3 日午前 9時 メ ト 卩 イ リ ン

テ 〃 再挿 入．午前10時 メ ト ロ イ リ ソ テ ル 自然 に 脱 幽．陣

痛は 強 い ．午後 0 時40 分兒心 音聽 取部位 に臍帶雜音 が 聽

取 され ナこ．　午 後 1 時…14ラ｝臍帶雜音 力ξ
著明 と な う と共 1こ心、

音 は 微弱 と な り 1労間95 とな っ すご．于宮口は 殆 ん ど全開

オ ．，直 ち に 人工 破水 ， 内廻轉 ， 次 い で骨盤 位 娩出術 を施

行 L7こ．臍帶 が 頸部 に 1 囘強 く絞扼 し娩出時可 な ” の 抵

抗 を感じナこ．臍帶 を緩め ろ と餘祷 が な く， 切斷 して フ ア

イ ス メ リ
ー
民法 に よ り兒頭 の 娩出を終了 し7こ．新産児は

第 2 度 の 假死であ り，ビ タ カ ソ フ ア 0 ．5cc， ア トム ラ チ

ソ 0．5ccを皮注 む人工呼吸 を10分間行 ビ 蘇生 しf二．兒 ば體

重 3020g の 成熟男 子 で fi）　L），臍帶長 は 42　cm で 胎盤は．

内廻轉時子宮體前壁上 部 に あ る こ と を知 つ 7こ．

　 症例 7 ．井 ○高0 　24歳 ， 1 囘經産娠

　 入 院年月日．昭和 26年 7 月10日

　 分娩豫定 H ．　臼召和 26年 7 丿目15日

　 昭和 26年 7月10日午前 5 時陣痛發來 し，午前 7 時入 院、

　 現症．全均所見に 異常 は ない ．子 宮底 は 劍 下 3横指．

船見は 第 1頭 位、見頭 は 骨盤入 口上 異常 1こ高 く浮動 の 歌

態 に あつ f：．胎兒心 音 は 臍下左方 に明僚 に 聽取 し臍帶雑

音は聽取 しな い ．子宮口は 2指邁 過。骨盤外計測上尋
．

常．内診 に よ り仙骨岬 は ふ れな い ．陣痛は 整調．・翌11H

及 び 12日は陣痛殆 ん ど整調な ろ儘 に觀察 しtこ．13日午後

6時子宮口 は全 開 しナこが ， 兒頭 は 骨盤 に嵌 入 tない ．兒，

頭 と骨盤 の 不 均衡 は
．
認 め られない 　陣痛 も整 調 に あ る．

臍帶卷 絡 の 疑 の も と患者 の 希望 も あ り腹式帝王 切開を施

行 しアこ．

　 手 鵆 所 見．胎 兒は 第 ユ頭位 で あ り．臍帶 が左肩胛部 よ

り右艘 下 ！：7こす き 状 に 緊縛 して い アこ．胎兇は 子宮腔内 に

昂下 の 状態を呈 t， 骰盤 は 干宮體前壁 上部 の 右側 に あ り

臍帶 は胎盤 中心 部 よ り稍 モ 上 方 に 附着 して い すご．娩出兒、

は體重 30209の 成熟男子 で臍帶長 は 47cm で あ つ 才こ．術
一

後母體 t： f・ ‘ £ リ ソ 60萬單位 を分割皮注 し，經過 順 調 に

して 術後 3週間 目に全 治退院 しナこ．

　 症例 8 ．西 OOO 于 ，

・41歳 ， 2囘經産婚

　 入院年月 日．昭和26年 9月 8 ［1

　分娩豫定 日．昭和26年 8 月30U　　　　　 ．

　 9 月 8 日午前2 時陣痛發來 t，午前 3 時入院．入院 の ・

途申破水 を來 しf；．

　現症．全虜所見異常な し．子宮底劍下 3横指．兒 は 第 ：

2頭位．兒頭は 骨盤入 口ニヒ異常 に 高 く浮動す る ．見 頭 の

大 告 さ は 尋常．脂 見心 音 は 臍下 右方 で 明 瞭 に 聽 取 しブこ．

臍帶雜音は 聽取 しな い ．子 宮 口 は 2 指逋過．飴胞は な く

羊水 は少量なが ら流 出．骨盤は 外計測 上 蕁常で内診時価，

骨岬は ふ れ な い ． コ ル ポ ィ リy テ ル を羊水 の 流 出な き程 ．

度 に 緩 く挿 入 しアこ．陣痛 が微弱で あ る の で午前 9 時 ビ ツ

ィ タ yO ．5cc皮注．．陣 痛 の 増 強 は な い 。午後 8 時更 に ア
』

ト ＝ ン 0．5cc 皮注．倚増強 を み ない ．午後 9 時熟 發 した

の で コ ル ポ イ リ y テ ノV を拔去 しブこ．内診 す る 1こ兒頭 の 固f

定 は な く骨盤入 P 音K！：は 産瘤 の 膨 隆 が み られ fl。その 7こ
．

め か 芋水の 流出の な い ま まに 經過 を觀察 し アこ．翌 9H 午
・

、
N 工工

一Eleotronio 　Library 　
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j 前 1 時 干熱に復 す．午前 10 時 ピ ツ ／タソ0． 5cc 皮

と 共 に陣 痛 は 整調と な 嚀爾後？ 時間觀察 しナ こ が兒頭

骨 盤 嵌 入 は認め られ tt 　い t子宮 ：　！ ： は 2 指 邁 過すろ

み．午前 11 時母體發 熱39 ．5 度 〔攝氏） に 及 て メ 疲 勞は極度

逹し 7 ： ． 齲 兒心音に異 常なく 謄帶 難 音も 聽 取 し な

． 患 者 生兒を 欲するこ と耳 蚤 く 臍帶 卷 絡Z ）疑 りもと胎兒救

のす こめ博 皇 式 帝王切開術を施行しtl ．　　　 　

　　　　　　　， 　 手 術 所 見．羊 水 の量 は稽ζ 少 く

度に混 溷 こ胎 兒 は第 2 頭位で 臍帶は 頸 部 に緊縛 し，

1 例 同 樵に 胎兒
は
子営 蟶内に吊 下 され’（ U ’t ： ．胎

は 子営 壁上 部 に 存し 臍 帶 依 飴 盤 中 心部より 稽ミ下方に

いていアこ
． 娩 出兒は體重 282 ‘’9 の 成熟 男子で臍帶長は3

mであ つt こ ． 術 中 子 宮腔 ． 内及 腹腔内 にボモ ス ノ レファミ

ソ 10g を 撒 布し，術 後 母體 に ぺ昌シリン6e 萬 單 位を

割
皮注しナこ　 母 體 術後の 經過 ’ett 順 調で8 日目に拔絲

腹 壁 創 癒 着良好で

後19 日目に 全治退院L す ご．

@ 症 例 9 ．杉06 予 ，25 歳，初産嫌

　入院年月U ．昭和27年3 月 26日

@ 分娩豫i 定日 ． 昭 和 27 年 3
月30 日 　現 症 ．全舅

見 に 異 常 はなU ’ ． 子宮 底は 劍下4 横 指． 飴 兒は 第

恃 ﾕ 位 で 先進臀 部 は 骨 盤入口上高く 可動性を 呈して吋

．兒 心 音は 臍部 左方 で明 瞭 に 聽 取 し t こ．臍帶 雜音

聽 取さ れない． 子 宮口は1 指 逎 過 ． 骨

は外計測 上尋常で ， 内診で 仙 骨 岬はふ れない． 　分娩

過 ，27 目 午 後5 時 牛 プ ジ 冖 を挿入 ． 翌 28 日 午 前
7

牛 陣 痛發來し て 整 調 となっ プ こ ので午前 8 罅プ ジ ー を 拔 潤

ナ こ ．子 宮 口 は 1 指慂邇 ， 以後 多少り溝長はあつ t ；が陣

の 持續が あ ろの で 經 過を 觀 察tt こ． 29 日 午後 9 時 2

ｪ 破 水，時 に 子富口 2 指 題 過． 先 進 臀 部 の 骨 盤 嵌 入

認 め ら れ ない．羊水が少量す つ流出 し て い る の で コ ルポ イ

ソテルを挿入 し すご．30目午 前 7 時 ，コル ポ イ リソテ

v を 拔去 し ナ こ ． 陣痛は 整調で あEJ ， 羊 水の 流出はな

．先進 臀部の骨 盤 嵌入は な い ．午 前10 時 于宮全 開大と共

：臀部 ・骨盤 へ 淮 入．少量の 胎糞排出が あつ t： ． 兜 こ・音は整調

午 前 10 時35 分前方z ） 臀 部 排臨 ． 暗 …に見 心音構く弱 く

100 と 140 の問を 動搖し rl ．陣痛 は 極めて強い

10 時45 分 心 音 が 90 とな ろ． 後方 臀 部 の 娩 出

な い ．直ちに 骨 盤位 娩出 術を 施 行し九 強 力 な 抵 抗 を 排

て 娩 出 を 急 ゼだ所， 臍 帶 が胎 見 頚部を絞 掩 し て お り ，

の ナこめ に 臍 帶をゆ るめ る こ とが 不 可 能 ．よつてこ れを 切

し ． 兒 頭 をフ ア イ ス メ 1P 巽法 によ り娩 串 し 7 ；。

盤 位 娩 出時 の 抵VLM は 臍 帶 の 牽 引によ る事 が わ か

六．胎 兒 頸細こは絞 溝が認め られ 巌 面の鬱血は著明であろ が，顏
面浄種 眼

突 出 は 認 め ら オ L な い． 　月岩兒は 骨 豊重 2880g

Q 》 成 熟男子で あっ71 が，　 第2 渡の暇死であり 強

劑，人工 呼 吸 等 萬全の

置をしtこが 産 聲をあげ

，分娩後2 時間に し て 死亡しナ ニ．臍帶 長は

cm で あ つ ナ こ 。 　　　 　 　　　 　　 考　　

　 臍帶卷絡 は 一般 に過長臍帶の場合に 起り易い事

周知 であるが ，余 等の 症 例 では臍 帶の長さは第

痰ﾌ70cm 例を 除き 他は 最長51cm 最 短38

で 各 症 例の 臍 帶 長 は第 1 表に 示した ． 皀口ち

等の 症例 は第2 例を除 き，長 か ら ざ る
臍帶の卷 絡

と 云つ てよ く ，第 4 例に 於て 先 進兒頭が 骨盤

口 上 左 方 に 偏し て ，胎兒が 斜 位を呈し て い た のぱ

46cm の 短 臍帶が 卷絡 のた め過 短と なり

胎兒を牽引した ため で あり

第 2 例 の
70cm

長臍帶でも3囘の 頸 部卷絡のため臍帶の過短を來

たものである。 　　　　　　　　　　　第1表 症

名 1 臍〔畿長 　　　　　　　　 工　

　 　 ． ， 1 ． ． 一 　．　
51

　 　　

　　　／1 − al − II ．一一 一一

@ 一… 70 　 　　　　　　　3 　　

　　　　50 　　　　　　　　 4　

’　　　　 46 　　　　　　　 　ぎ

　　　　51 　　　　　　　　 6　

　　 　 　　 42 　　　 　　 　　　7 　　　　

　　 47 　　　　　　　　8 　　　 　　　　

　 　 　 　 　 　 　　9 　 　　　　　　 38

こ5 に臍帶 の長 さと關蓮して臍 帶の 胎 盤 附 着部

及 び 胎盤の子宮 附着 位置が問 題と な る．胎盤の

ﾊ 置については ， 前置 胎盤　低位 置胎 盤 に 臍帶の

ﾉ 絡 が多い （田ロ） こと は首肯 され る が，臍 帶 卷

に よ る

娩障 碍とい う 觀點か ら は，余 等の 腹式 帝 王 切

（以 下 單 に帝切 と略す ） の 4例 に み ら れ る如

， 胎盤の 位置 が高 く而も雀 絡して い た 事 は 注目

  v する ． 　印 ち 分娩 の障碍は短臍 帶が卷絡し而かも

盤が 高位にある場合に 特 にび ど く 起 つて いる

瞬 帶卷 絡の診 斷に 關し ては 諸家 の報 膏は あるが

確實 な 診 斷 方 法 は 見 當

ない ．只Gardiner の分娩 遲 延， 兒 心

異 常，胎 位異常 は 注 目されてよ いと思 う． こ t

ﾅ 余等 の全 9 例を通じて 特 に注 意を ひく 樣な

候 に 就 て 越べ て み たい． 　先す 妊 娠末 期 にお

る 先 進 部殊 に先進兒 頭の 骨 盤 に 封 す
る 位 置 と

子

腟部の
駄
態が あ げ ら れ る ． 通常の妊 婦 で は 妊娠宋期 に な ると ，
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眞

先進 兒頭が骨盤 入 口 の 上 で 異常に高か っ た事は 注

目す べ き點 で あつ て ，「骨盤 と兒頭の 大 き さ の 不 均

衡 な くして か 〜 る ことの起つ た 場合先す卷絡臍帶

の 牽引 を考 うべ きで あ り， 余等 の帝切 を施行 した

第 1 ， 第 4 ，第 7 及 び 第 8例 の 子 宮 腔内 に於 る胎

兒 の 吊る し下 げ られた 耿態が まさに之 を立 證 して

い る．

　叉 子宮 膣部 の分娩開始前 の歌態 と して
， 第 1，

第 2
， 第 3 ， 第 4 ．第 5及 び 第 6例 の 6例 に於 て

腟 部の退展がみ られな く， 其 の 中第 1
， 第 2及 び

第 5例 の如 き初産婦に於 て も退展のな い事 は興味

深 き こ と で あ b， 狹骨盤 の 場合 と同樣 ， 先進兒頭

が子 宮腔内で 高位置に あ る こ とが か 、 る 結果 を來

た したの で あ ろ う． こ の樣 な歌況の もと で
， 分娩

が 自然或 は 人 工 的に 開始 され た場合 に第 1 ， 第 3 ，

第 4 ， 第 6 ， 第 7及 び第 8例 の 如 く， 先進部殊 に先

進兒頭が骨盤 へ 下 降嵌入 しな い 事 と， 第 2第 5及

δ〉
“
as　9例 の如 く下 降嵌入 は して も それ に長時間を

要す こ とは ヌ注 目されねばな らな い ，こ れ に 關逕

して注 目す べ き點は ， 勿論余等の症例 で は人 工 分

娩誘導 を行つ た もの が 多 い た めか 6知 れな い が，

分娩第 1期が 長 い こ と で あ る ．全 9例 に つ い て分

娩第 1 期持纜時間 をみ る な らば第 2 表 の 如 くで あ
る ． 帝切 4例 は そ の執刀 まで を第 1期 と した．

　　　　　　　　　 第 2 表

症 例 名 1持
綿野

間

　 　 　 　　一一．　 1　　　　 35．（執刀迄）
　 　 　 　 　 　 　 2　　　　．28．
　　　　　 三　 3　　　 58．　

一　

　　　　　　　 4 15．（軌刀迄）
　 　 　 　 　 　 　 5　 　　 　　 49．5
　 　 　 　 　 　 　 6　　　　　 39．23
　　　　　　　 7 85．（執刀迄）

　　　　　　− 8 ＿− 33・．（塾⊇蟹 1
　 　 　 　 　 　 　 9　　　　．50．5

　 　 　 　 　 　 　 　 × ＝43．7
　 　 　 　 　 　 　 　 S ＝・20

　　　　　　　 5％ の 危險牽で

　 　 　 　 　 　 　 59．0＞ m ＞ 28．3

　　　　　　　　 雲： 樔本李均

　　　　　　　　 s ： 標本標準偏差

　 　 　 　　 　 　 　 m ： 母 4覧
均

　帥 ち分娩第 1期の持績時間は 59時間と28時 18分
の 間に ある こ とが信頼 して も良い事 とな り， 著明

な分娩遲延 が認 め られ て い る．

　 而か も興味 あ る事｛ま兒頭 が高い に拘 らす ， 早期

破水を來 した もの が 9例 中 4 例 に す ぎす ， 狹 骨盤

の 如 きに 比 して 案外多 くな い 事で あ る． 次 に臍帶

雑普 は胎糞漏出 と共 に 臍帶卷絡 の有力 な診斷根據

と 考 え られ て い る が ， 卷絡時必 すし も懿取 され る

　もの で は な い との 報告は ある （田 口）． 余等 の例で

は第 1及 び第 6例 に於 て臍帶雜音の 聽取後， 兒 心

晋が悪化 して い る ．

　 以上擧 げた諸症候 邸 ち骨盤 と見頭間 に 不均 衡 が

認 め られな い に も拘 らす ， 妊娠宋期 に 先進 兒頭 が

骨盤入 口 に異常 に高 く， 子 宮腟郡 の退展のみ られ

な い こ と ， 陣痛は發來 し難 く， 發雍 して も微弱と

な り勝 ちで
， 從 つ て 開ロ 期遞 延 を來 す こ と ， 而 か

　も早期破水 は案外少 い 事等は ， 臍帶卷絡を推測 さ

せ る
一

つ の 手が 丶 b とな る ぺ く， 更 に臍帶雜音 の

聽取 及 び骨盤腔内 に於 ける 先進兒頭が間歇時 に著

し く後退する事 があれば ， ほ S
“
それ と診断 して よ

い で あろ う．

　 次 に治 療 と して の帝切 に つ い て の べ る ． 分娩 ぱ

あ くまで 待期的に處置すべ きである が ， 胎兒に 彪

險 が迫 つ た場合， 積極的 に急速途娩 が講ぜ られね

壱こな らな L、．

　臍帶卷絡に よ る 分娩障碍で 帝切 を行 つ た と い う

報告は，余等の 渉獵す る 範園で は
， 余 りな く， 僅

に Gardiner　Guchtmere
， 絲井等 の 報告をみ る に

す ぎない ．

　余等の 帝切 4例 に つ い て 云 えば， 何れ も先遘兒

頭の骨盤嵌入 の な い 開 口期遲 延例 に臍帶卷絡 を豫

想 して兒救田 の た め帝切が行わ れ て い る ． 印ち第

1例 は子
・
宮 口 1指通過 の 時， 兒心音が悪化 し，第

8 例は子 宮 2 指通 過 時 ， 爾後 の分娩持績が胎兒 に

危險を與 え る と剣斷 し， 第 4及 び第 7例 は子宮 P
’

全 開せ る に も拘 らす 先進兒頭の 骨盤嵌入が な く
，

分娩 の繼綾 が兒へ 危險を もた らす と考えて 執刀 し

た もの で あ る ．何れ も生見 を得た が第 1 ， 第 4例
の 2例 に於 て第 1 度 の 假死 が み られて い る ．

　第 3例 ， 第 6例 で は 萬 止む を得す帝切 に代つ て

高位鉗子術及び内廻 韓 　骨盤位 娩出術 を行 つ た も

の で 生 兒を得た が 夫 々 第 1 慶 第 2 度の 假死 が み ら

N 工工
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れた．

　こ s に 目 を 母 鱧側 に轉す る な らば ， 帝切 4例 中

2例 に 方冬て ブ ジ ー
，　或 は メ　ト ロ イ　リン テ ル が分娩

誘發法 と して 使 用 され ， 第 4 ， 第 8 例は早期破水

を來 して お り， 就中第 8 例の 如 き は 早期破水 後32

時間を經過 して發勲 す る に 至 つ て い る．

　從來 か 丶 る 感染 の 恐 れ の ある 際 ， 帝切は禁忌 と

され て い た．況 んや第 8 例の 如 く母體 が發熱を來

した場合 ， 通常母 體 を救 翫 す る に は ， 胎兒の穿頭術

を す べ き所 ， 生 兒 を 強 く熱望 した がため ， 止 む な

く胎兒救出 の た め帝切 を執行 したの で あ り， 從來

な らば腹膜外帝切が 至當 と考 えられ る例 で ある．

　然 しな が ら帝切時 ， 執刀開始 よ り娩出迄の 時聞

が長い 腹膜外帝切は 胎兒假死 を招來 す る の で 好 ま

し くな く（第 4 囘近 畿産婦人科學會發表）而か も母

體の歌態 が急速分娩を 必要 と したた め敢て こ れ を

や らなか つ た． 因 に我が教室 で は通常執刀よ b胎

兒娩出迄 の 所 要時間は 2 分乃至 3分 に すぎない も

の が大部分で ある． 而 し て 母鱧 感染 に對 す る治療

と して抗生劑 ， 皀卩ちぺ ＝ シ リ ン
，

ス ル フ ア ミ ン 劑

の 效果 を…應 期待 しつ つ 經過 を觀察 した所，母 體

は豫期 以上 に順調な 經過 をた どつ た の で あ る．

　部 ち臍帶卷絡 に よ る 分娩障碍 は當然 帝切 の 適應

と し て よ く， 而 か も ブ ジ ール ン グ， メ ト ロ イ リ t・一

ゼ或は破水後 で も今 日 に 於て は 必 す し も禁忌 と す

べ きで は ない ． 然 し感染に對 す る關心 は，從來 と

何 等變 る事な く， 余等 の第 8 例の 如 きは］P．む を得

ざる例外的 な症例 と 考 え て い る．　　　 、

　 次 に 臍帶卷絡が分娩第 2 期に 胎兒 へ 危險を もた

らした場合 ， EL．ちに急速逾 娩 を して も胎兒の豫後

が不良で あ る こ とは
， 胎兒死 亡例妬 つ い て 幾多の

報告 の ある所 で ある が ， 余等 の第 9 例 は骨盤位娩

出術時 ， 時聞 を要 し， 娩出兒第 2虔の假死 を來 し

途 に死亡 した もの で ある． 第 2 例 と第 5 例 は 釦子

娩幽術に よ り生兒 を得た例 で あ る．

　　　　　　　　 結 　 　語

　余 等 は臍帶卷絡が明 らか に 分娩障碍 を來 した 9

例 を經驗 し， こ れ を檢討 する事 に よ ｝
）， 分娩障碍

等臍帶卷絡 の 診斷的根據と して
，

次 項の こ と を 列

擧 した い ．

　帥ち妊娠末期に於 け る先進部 ， 殊 1こ先進兒頭 の

位置が異常に高い こ と， 陣痛は發來 し難 く， 發來

し て も微弱 とな る 傾 向の ある こ と ， 開rl期 が著 し

く遲延 す る事 ， 早期破水 は 案外 多 くな い 事で あ

る ． 夊臍帶雜音の聽取 され る こ と，胎兒の 位 置異

常及 び骨盤 睦内に 於 け る 先遘兒頭 の 闘歇呼 後退 も

有力な參考 所見 と な る．

　治療 と して は， 臍帶卷絡に よ る分 娩障碍が豫測

された場合 ， 腹式帝王 切開術 が胎兒救 迅 の た め 最

も安全な方法で ある．
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